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１ 地域の循環型社会形成を推進するための基本的な事項 

 

（１）対象地域 

    

   構成市名  小山市、下野市、野木町 

   面  積  276.44k ㎡ 

   人  口  248,854 人（平成 22 年 10 月 1 日現在） 

 

表 1 対象地域の内訳 

市 名 小山市 下野市 野木町 合計 

面積(k ㎡) 171.61 74.58 30.25 276.44 

人 口(人) 163,951 59,311 25,592 248,854 

    資料：栃木県毎月人口推計（10 月 1 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 対象地域図 
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野木町 
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下野市（旧国分寺町地区） 

下野市（旧南河内町地区） 
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（２）計画期間 

 本計画は平成 24年 4月 1日から平成 29年 3月 31日までの 5年間を計画期間とする

が、目標の達成状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要な場合には計画を見直す

ものとする。 

   なお、本地域では、循環型社会形成を推進するため、廃棄物処理施設を順次整備す

る計画である。地域計画は３期に亘り計画するものとし、本計画を第１期計画とする。 

 

表 2 地域計画期間と施設整備予定 

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38

高効率ごみ発電施設（１期工事）

エネルギー回収推進施設（２期工事）

中央清掃センター解体撤去

地域計画（第１期） 地域計画（第２期） 地域計画（第３期）
設置場所施設の種類

小山市

マテリアルリサイクル推進施設
（ストックヤード（小山））

有機性廃棄物リサイクル推進施設
（生ごみ等リサイクル施設）

マテリアルリサイクル推進施設
（ストックヤード（下野））

北部清掃センター解体撤去

マテリアルリサイクル推進施設
（ストックヤード（野木））

マテリアルリサイクル推進施設
（容リ法対象ビニプラ施設）

下野市

野木町

マテリアルリサイクル推進施設
（リサイクルセンター）

 

 

（３）基本的な方向 

 小山広域保健衛生組合地域（以下、「本地域）という）は、栃木県南地域にあって、

首都東京の 60km 圏に位置しており、国道や鉄道が交わる東西・南北交通軸に恵まれた

利便性の高い立地にあることから、人口は増加傾向にあり、さらなる発展が期待され

ている。 

 地域内のごみは、資源化に対する意識の向上などにより、ごみ量全体としては平成

18 年度以降、減尐傾向で推移している。一方、地域の環境のみならず、地球環境への

配慮などから、より一層のリサイクルを推進する必要がある。 

 これらの状況から、本地域では、今後もごみの排出抑制に取り組んでいくとともに、

各市町のごみの排出量や地域の特徴などを踏まえ、「地域の相互連携と協力による新し

いごみ処理システムとそれらを可能とする新しい施設」を整備し、「より一層のリサイ

クルを効率的・効果的に実施するとともに地域の環境をより良くしていくこと」とし、

循環型社会の形成を目指す。 

 なお、現在、小山市、下野市の旧国分寺町地区及び旧南河内町地区、野木町から発

生したごみは小山広域保健衛生組合（以下、「本組合」という）で処理しているが、下
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野市の旧石橋町地区のごみは、市町村合併の経緯から、隣接する宇都宮市のごみ処理

施設へ搬入し処理している。平成 28 年度より、下野市の旧石橋町地区で排出される剪

定枝、容器包装プラスチック、可燃系資源ごみについては、本組合に搬入し、処理す

る計画である。 

 

  ○分別区分の変更 

今後、より一層の効率的・効果的なリサイクルを実施するため、可燃系ごみの処理

システムを変更する。可燃系ごみの分別区分を「燃やせるごみ」、「生ごみ（野木町の

み）」、「容器包装プラスチック」、「剪定枝」とし、地域全体で効率的なリサイクルを行

う。 

小山市、下野市の旧国分寺町地区及び旧南河内町地区では、これまで容器包装リサ

イクル法の対象内外にかかわらず軟質のプラスチック類を「燃やさないごみ」、「ビニ

ール・プラスチック類」として収集してきたが、分別区分を変更し、容器包装プラス

チックのみ「容器包装プラスチック」として分別収集する。容器包装プラスチック以

外のプラスチック類は「燃やせるごみ」とする。また、下野市の旧石橋町地区では、

これまで「燃えるごみ」に含まれていた「容器包装プラスチック」を分別収集する。 

小山市、野木町において、剪定枝の分別収集を行う。 

野木町において、「可燃ごみ」は、分別区分を変更し、「燃やせるごみ」と「容器包

装プラスチック」とする。 

  ○処理システムの変更 

燃やせるごみは、焼却施設と固形燃料化施設で処理しているが、今後はエネルギー

回収推進施設（焼却施設）で処理する。固形燃料化施設は更新しない。 

容器包装プラスチックは、新たに整備する容リ法対象ビニプラ施設（容器包装プラ

スチック処理施設）で処理する。 

剪定枝は、容リ法対象ビニプラ施設でチップ化するとともに、そのうちの一部と野

木町の生ごみとを併せて堆肥化処理する。 

 

 



 

- 4 - 

２ 循環型社会形成推進のための現状と目標 

 

（１）一般廃棄物等の処理の現状 

平成 22 年度の一般廃棄物の排出、処理状況は図 2 のとおりである。なお、図 2 に

示したごみ量は、小山市、下野市（旧国分寺町地区、旧南河内町地区）、野木町から

排出された一般廃棄物である。 

総排出量は、集団回収量も含め、73,908 トンであり、再生利用される「総資源化

量」は 18,963 トンで、リサイクル率（＝（直接資源化量＋中間処理後の再生利用量

＋集団回収量）／（ごみの総処理量＋集団資源回収量））は約 26％である。 

中間処理による減量化量は 48,685 トンであり、集団回収を除いた排出量の約 68％

が減量されている。また、集団回収量を除いた排出量の約 9％にあたる 6,260 トンが

埋め立てられている。 

中間処理量のうち、焼却量は 52,998 トンであり、焼却による余熱を給湯等に利用

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：下野市（旧石橋町地区）のごみは含まれていない。 

 

図 2 一般廃棄物の処理状況フロー（平成 22 年度） 
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（２）一般廃棄物等の処理の目標 

本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化を含め、循環型社会の実現を

目指し、表 3 のとおり目標を定め、それぞれの施策に取り組んでいくものとする。

また、平成 29 年度における目標達成時の一般廃棄物等の処理フローは、図 3 の

とおりである。 

 

表 3 減量化、再生利用に関する現状と目標 

指  標 
現状（割合※１） 

（平成２２年度） 

目標（割合※１） 

（平成２９年度） 

排出量 

事業系 総排出量 

    １事業所当たりの排出量※２ 

家庭系 総排出量 

    １人当たりの排出量※３ 

合 計 事業系家庭系排出量合計 

13,891 

1.55 

57,800 

221 

71,691 

ﾄﾝ 

ﾄﾝ/事業所 

ﾄﾝ 

kg/人 

ﾄﾝ 

13,433 

1.50 

58,300 

215 

71,733 

ﾄﾝ   (-3.3%） 

ﾄﾝ/事業所(-3.2%) 

ﾄﾝ    ( 0.9%) 

kg/人  (-2.7%) 

ﾄﾝ    ( 0.1%) 

再生利用 
直接資源化量 

総資源化量 

5,680 

18,963 

ﾄﾝ   ( 7.9%) 

ﾄﾝ   (26.5%) 

6,538 

22,550 

ﾄﾝ     ( 9.1%) 

ﾄﾝ     (31.4%) 

熱回収量 熱回収量（年間の発電電力） － MWh 5,700 MWh 

減量化量 中間処理による減量化量 48,685 ﾄﾝ  （67.9%） 49,284 ﾄﾝ     (68.7%) 

最終処分 埋立最終処分量 6,260 ﾄﾝ   ( 8.7%) 1,654 ﾄﾝ     ( 2.3%) 

注：平成 29 年度の排出量には、下野市（旧石橋町地区）から排出される剪定枝、容器包装プラスチック、可燃

系資源物を含んでいる。なお、1 事業所当たりの排出量算出には、下野市（石橋地区）の事業所数は含んで

いない。また、１人当たり排出量算出には、下野市（石橋地区）の人口は含んでいない。 

※１ 排出量は現状に対する割合、その他は排出量に対する割合 

※２ （１事業所当たりの排出量）＝｛（事業系ごみの総排出量）－（事業系ごみの資源ごみ量）｝/（事業所数） 

※３ （１人当たりの排出量）＝｛（家庭系ごみの総排出量）－（家庭系ごみの資源ごみ量）｝/（人口） 

《指標の定義》 

 排 出 量：事業系ごみ､生活系ごみを問わず､出されたごみの量(集団回収されたごみを除く。)[単位：トン] 

   再生利用量：集団回収量、直接資源化量、中間処理後の再生利用量の和[単位：トン] 

 熱 回 収 量：熱回収施設において発電された年間の発電電力量[単位：MWh] 

 減 量 化 量：中間処理量と処理後の残さ量の差[単位：トン] 

最終処分量：埋立処分された量[単位：トン] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：下野市（旧石橋町地区）の剪定枝、プラスチック製容器包装、可燃系資源物ごみを含んでいる。 

図 3 目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー（平成 29 年度） 
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【参考】下野市（旧石橋町地区）の対象ごみ量 

指  標 
現状（割合※１） 

（平成２２年度） 

目標（割合※１） 

（平成２９年度） 

排出量 

事業系 総排出量 

家庭系 総排出量 

合 計 事業系家庭系排出量合計 

－ 

－ 

－ 

ﾄﾝ 

ﾄﾝ 

ﾄﾝ 

32 

938 

970 

ﾄﾝ   (－） 

ﾄﾝ    (－) 

ﾄﾝ    (－) 

 

【参考】減量化、再生利用に関する現状と目標（下野市（旧石橋町地区）の対象ごみ

除く） 

指  標 
現状（割合※１） 

（平成２２年度） 

目標（割合※１） 

（平成２９年度） 

排出量 

事業系 総排出量 

    １事業所当たりの排出量※２ 

家庭系 総排出量 

    １人当たりの排出量※３ 

合 計 事業系家庭系排出量合計 

13,891 

1.55 

57,800 

221 

71,691 

ﾄﾝ 

ﾄﾝ/事業所 

ﾄﾝ 

kg/人 

ﾄﾝ 

13,401 

1.49 

57,362 

213 

70,763 

ﾄﾝ   (-3.5%） 

ﾄﾝ/事業所(-3.9%) 

ﾄﾝ    (-0.8%) 

kg/人  (-3.6%) 

ﾄﾝ    (-1.3%) 

再生利用 
直接資源化量 

総資源化量 

5,680 

18,963 

ﾄﾝ   ( 7.9%) 

ﾄﾝ   (26.5%) 

5,874 

21,598 

ﾄﾝ     ( 8.3%) 

ﾄﾝ     (30.5%) 

熱回収量 熱回収量（年間の発電電力） － MWh 5,700 MWh 

減量化量 中間処理による減量化量 48,685 ﾄﾝ  （67.9%） 49,266 ﾄﾝ     (69.6%) 

最終処分 埋立最終処分量 6,260 ﾄﾝ   ( 8.7%) 1,654 ﾄﾝ     ( 2.3%) 

※１ 排出量は現状に対する割合、その他は排出量に対する割合 

※２ （１事業所当たりの排出量）＝｛（事業系ごみの総排出量）－（事業系ごみの資源ごみ量）｝/（事業所数） 

※３ （１人当たりの排出量）＝｛（家庭系ごみの総排出量）－（家庭系ごみの資源ごみ量）｝/（人口） 

《指標の定義》 

 排 出 量：事業系ごみ､生活系ごみを問わず､出されたごみの量(集団回収されたごみを除く。)[単位：トン] 

 再生利用量：集団回収量、直接資源化量、中間処理後の再生利用量の和[単位：トン] 

 熱 回 収 量：熱回収施設において発電された年間の発電電力量[単位：MWh] 

 減 量 化 量：中間処理量と処理後の残さ量の差[単位：トン] 

最終処分量：埋立処分された量[単位：トン] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考図 目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー（平成 29 年度） 
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３ 施策の内容 

 

（１）発生抑制、再使用の推進 

ア ごみの有料化 

・公平なごみ処理費用の負担、排出者責任による処理を目指し、排出量に応じ

てごみ処理費用を負担する仕組みについて検討する。 

 

 

イ 環境教育、普及啓発の推進 

・ごみの排出状況や排出抑制の必要性など、ごみに関する情報を住民・事業者

に対して積極的に発信し、排出抑制の行動を促す。 

・住民・事業者が、ごみ処理の現状や課題を正しく理解した上で、自ら判断し

積極的に行動していくため、広報やホームページ等を活用した、情報の提供

を行っていく。 

・施設見学会を実施し、住民・事業者に向けたごみの分別やリサイクルに関す

るＰＲ活動を推進する。 

 

ウ 支援助成 

・住民団体等における資源物集団回収を支援するため、報奨金制度を継続する。 

・小山市、下野市では、生ごみ処理容器・生ごみ処理機の購入に対する補助を

継続し、生ごみの減量化・有効利用を促進する。 

 

エ レジ袋対策 

・レジ袋の使用削減に向けて、マイバッグ持参運動を推進する。買い物の際に

はマイバッグを持参するなど、ごみとなるものを買わない、受け取らないよ

うに小売業者や住民団体等と連携し、住民へ働きかけを行う。 

 

  オ 事業系ごみの発生抑制 

・事業系ごみの減量及び適正処理を図るために、多量排出事業者に減量、資源

化の協力を指導要請する。 

・ごみ搬入検査を実施し、更なるごみの排出抑制、分別の徹底及び適正な排出

を各清掃工場と協力し搬入指導、強化を行う。 

・事業活動に伴って多量の一般廃棄物を排出する事業者に対して、一般廃棄物

の減量に関する計画を策定するよう指導を行っていく。 
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（２）処理体制 

  

  ア 家庭ごみの処理体制の現状と今後 

  分別区分及び処理方法は、表 4 のとおりである。 

現状、小山市、下野市（旧国分寺町地区、旧南河内町地区）、野木町から排出

されるごみは、小山広域保健衛生組合のごみ処理施設及び資源化業者に委託し

て処理している。下野市（旧石橋町地区）から排出されるごみは、宇都宮市に

委託して処理している。 

可燃系ごみについて、小山市、下野市（旧国分寺町地区、旧南河内町地区）

では、生ごみ、紙くず、木・枝等を燃やすごみ、燃やせるごみとして分別収集

し、焼却処理している。また、容器包装リサイクル法の対象内外にかかわらず

軟質のプラスチック類を「燃やさないごみ」、「ビニール・プラスチック類」と

して分別収集し、圧縮・梱包施設で中間処理後、民間事業者により資源化して

いる。なお、下野市（旧国分寺町地区、旧南河内町地区）では燃やせるごみの

小枝については、下野市が独自に資源化している。野木町では、可燃系ごみを

生ごみと可燃ごみ（プラスチック類含む）に分別し、生ごみは堆肥化処理、可

燃ごみはごみ固形燃料化処理している。 

不燃ごみ、粗大ごみは粗大ごみ処理施設で破砕・選別処理し、金属類を資源

化し、資源ごみはストックヤードに保管後、金属類を資源化している。 

不燃系資源物は、資源化施設で中間処理後、金属類、ガラス、ペットボトル

を民間業者により資源化している。 

可燃系資源ごみ、有害ごみは、ストックヤードで一時保管後、民間業者によ

り、資源化及び処理委託している。 

今後は、平成 28 年度に可燃系ごみの分別区分を変更し、燃やすごみ、剪定枝、

容器包装プラスチック、生ごみ（野木町のみ）とする。燃やすごみ、可燃系粗

大ごみは、既存の中央清掃センターごみ焼却施設と新たに整備する高効率ごみ

発電施設で処理する。なお、平成 35 年度以降は、先に整備した高効率ごみ発電

施設と新たに整備するエネルギー回収推進施設で処理する計画である。容器包

装プラスチックは、新たに整備する容リ法対象ビニプラ（含むチップ化）施設

で処理する。剪定枝は、容リ法対象ビニプラ（含むチップ化）施設でチップ化

し、そのうちの一部と野木町の生ごみとを合わせて、生ごみ等リサイクル施設

で堆肥化処理する。 

燃えないごみ、不燃系粗大ごみ、びん・缶、ペットボトルは、既存の中央清

掃センター不燃・粗大ごみ施設で処理する。なお、平成 31 年度以降は、新たに

整備するリサイクルセンターで処理する計画である。紙類、布類等の可燃系資

源物については、各市、町にストックヤードを整備し、一時保管後、民間業者

に売却する。乾電池等の有害ごみについては、中央清掃センターの仮設ストッ

クヤードに一時保管後、民間業者にて処理する。なお、平成 31 年度以降は、新



 

- 9 - 

たに整備するリサイクルセンターで処理する計画である。 

 焼却施設から排出される焼却残さは全量、資源化を図る。 

これまで、下野市（旧石橋町地区）では、容器包装プラスチックは可燃ごみ

として宇都宮市クリーンパーク茂原で処理し、可燃系資源物は民間業者に搬入

し、処理していたが、平成 28 年度より、小山広域保健衛生組合で処理を行う。

その他のごみ処理については、現状どおり宇都宮市に委託する。 

 

イ 事業系一般廃棄物の処理体制の現状と今後 

今後とも家庭系ごみの分別区分に準じ、収集、処分を行う。  

 

ウ 一般廃棄物処理施設で併せて処理する廃棄物 

 本地域では、産業廃棄物の処理を行っていない。また、将来においても産業

廃棄物処理を行わない。 

 

 エ 今後の処理体制の要点 

 

 

 

 

 

◇可燃系ごみの分別区分の変更を行う。容器包装リサイクル法の対象内外に

かかわらず収集していた「ビニール・プラスチック類」を廃止し、新たに

「剪定枝」と「容器包装プラスチック」の分別収集を行う。また、容器包

装プラスチック以外のプラスチックは、「燃やせるごみ」とする。 

◇新たに、高効率ごみ発電施設、エネルギー回収推進施設、容リ法対象ビニ

プラ施設、生ごみ等リサイクル施設、マテリアルリサイクル推進施設（リ

サイクルセンター）、ストックヤードを整備する。高効率ごみ発電施設、エ

ネルギー回収推進施設では、ごみの焼却に伴って発生する熱を積極的に回

収し、発電等に有効活用する。 

◇ 野木町の生ごみ以外の燃やせるごみと可燃系粗大ごみは、新たに整備す

る高効率ごみ発電施設、エネルギー回収推進施設で処理する。 

◇ 剪定枝は、容リ法対象ビニプラ施設でチップ化する。製造したチップの

一部は野木町の生ごみと併せて堆肥化処理する。 

◇ ストックヤードは、可燃系資源（古紙、古布）の保管場所、災害廃棄物

の二次集積場の機能を考慮し、各構成市町に整備する。 

◇ 燃えないごみ、不燃系粗大ごみについては、マテリアルリサイクル推進

施設（リサイクルセンター）にて破砕・選別処理し、金属類の回収を図る。 

◇ びん、缶、ペットボトルの資源物については、マテリアルリサイクル推

進施設（リサイクルセンター）にて処理し、資源化する。 

◇ 乾電池・蛍光灯は、マテリアルリサイクル推進施設（リサイクルセンタ

ー）内のストックヤードに一時保管後、民間業者にて処理する。 

◇既存の焼却施設、高効率ごみ発電施設から排出される焼却残さは、全量資

源化を図る。 
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（３）処理施設等の整備 

  ア 廃棄物処理施設 

    上記（２）の処理体制で処理を行うため、表 5 のとおり必要な施設整備を行

う。 

 

表 5 整備する処理施設 

事業

番号 
整備施設種類 事業名 処理能力 設置予定地 事業期間 

1 
マテリアルリサイ

クル推進施設 

ストックヤード（下野）

整備事業 
120 m2 

下野市下坪山

1704 番地 
H27 

2 
マテリアルリサイ

クル推進施設 

ストックヤード（野木）

整備事業 
497 ㎡ 

野木町大字南

赤塚 1513-2 
H25 

3 
マテリアルリサイ

クル推進施設 

容リ法対象ビニプラ（含む

チップ化）施設整備事業 
30.4t/日 

野木町大字南

赤塚 1513-2 
H25～H27 

4 
有機性廃棄物リサ

イクル推進施設 

生ごみ等リサイクル施

設整備事業 
4.1t/日 

野木町大字南

赤塚 1513-2 
H25～H27 

5 
高効率ごみ発電施

設 

エネルギー回収推進施

設整備事業 
70t/日 

小山市大字塩

沢 576-15 
H24～H28 

（整備理由） 

  事業番号 1：資源物の再生利用を促進する 

  事業番号 2：資源物の再生利用を促進する 

  事業番号 3：資源物の再生利用を促進する 

  事業番号 4：資源物の再生利用を促進する 

  事業番号 5：既存施設の老朽化、エネルギー回収を促進する 
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（４）施設整備に関する計画支援事業 

 （３）の施設整備に先立ち、表 6 のとおり計画支援事業を行う。 

 

表 6 実施する計画支援事業 

事業 

番号 
事業名 事業内容 事業期間 

31 
ストックヤード（下野）整備事業（事業番号１）

に係る実施設計作成事業 
実施設計作成 H27 

33 

 

容リ法対象ビニプラ（含むチップ化）施設整備（事

業番号３）及び生ごみ等リサイクル施設整備（事

業番号４）に係る地質調査事業 

地質調査 H24 

容リ法対象ビニプラ（含むチップ化）施設整備（事

業番号３）及び生ごみ等リサイクル施設整備（事

業番号４）に係る生活環境影響調査事業 

生活環境影響調査 

（現地調査） 
H24 

容リ法対象ビニプラ（含むチップ化）施設整備（事

業番号３）及び生ごみ等リサイクル施設整備（事

業番号４）に係る事業者選定アドバイザリー等事

業 

PFI 導入可能性調査

生活環境影響調査 

（予測評価） 

事業者選定支援 

ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ（野木）実

施設計作成 

H24～H25 

34 

リサイクルセンター整備に係る地質調査事業 地質調査 H24 

リサイクルセンター整備に係る造成設計事業 造成設計 H27 

リサイクルセンター整備に係る PFI 導入可能性調

査及び事業方式決定事業 

PFI 導入可能性調査

事業方式決定 
H27 

リサイクルセンター整備に係る事業者選定支援事

業 
事業者選定支援 H27～H28 
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（５）その他の施策 

その他、地域の循環型社会を形成する上で、次の施策を実施していく。 

 

ア 再生利用品の需要拡大事業 

  堆肥の利用方法については、先進事例も参考にし、野木町における生ごみの

収集体制と本地域全体の堆肥利用方法を合わせて、今後、事業方式や地域全体

の堆肥の需要動向を踏まえ検討を進めていく。 

 

イ 廃家電のリサイクルに関する普及啓発 

  廃家電、パソコンについては、特定家庭用機器再商品化法、資源有効利用促

進法に基づくリサイクルシステムの理解と、リサイクルの手順、関係する業者、

引き取り先等の周知を徹底する。 

 

ウ 再生利用品の有効活用 

  リターナブル製品や再生資源を利用した製品やエコマーク付きの商品の利

用など、グリーン購入を促進する。 

 

エ 不法投棄対策 

  ごみの不法投棄及び野外焼却等の不適正処理について、住民・事業者と連携

し、監視体制を強化していく。 

 

オ 災害時の廃棄物処理に関する事項 

  栃木県、小山広域保健衛生組合、各市町と共に、災害時の協力体制、役割分

担、施設の確保などについて検討し、対応策の充実を図っていく。 

  栃木県災害廃棄物等の処理における市町村等相互応援に関する協定に基づ

き、災害時の連携を図っていく。 
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４ 計画のフォローアップと事後評価 

 

（１）計画のフォローアップ 

   本地域は、毎年、計画の進捗状況を把握し、その結果を公表するとともに、必

要に応じて、本地域、栃木県及び国と意見交換をしつつ、計画の進捗状況を勘案

し、見直しを行う。 

 

（２）事後評価及び計画の見直し 

  計画期間終了後、処理状況の把握を行い、その結果を取りまとめた時点で、速

やかに計画の事後評価、目標達成状況の評価を行う。 

  また、評価の結果を公表するとともに、評価結果を次期計画策定に反映させる

ものとする。 

  なお、計画の進捗状況、社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ計画を見

直すものとする。 

 

 



 

 

 

－ 添 付 書 類 － 

 

○様式１：循環型社会形成推進交付金事業実施計画総括表１  

○様式２：循環型社会形成推進交付金事業実施計画総括表２  

○様式３：地域の循環型社会形成推進のための施策一覧  

○参考資料様式１：施設概要（リサイクル施設系）  

○参考資料様式２：施設概要（熱回収施設系）  

○参考資料様式６：計画支援概要  



 

 



 

- 15 - 

 

  

 

様
式

１

１
　

地
域

の
概

要

設
立

年
月

日
：
　

昭
和

5
8
年

4
月

1
日

　
設

立

２
　

一
般

廃
棄

物
の

減
量

化
、

再
生

利
用

の
現

状
と

目
標

指
標

・
単

位

※
別

添
資

料
と

し
て

指
標

と
人

口
等

の
要

因
に

関
す

る
ト

レ
ン

ド
グ

ラ
フ

を
添

付
し

た
。

（
添

付
資

料
１

）

注
）
（
１

事
業

所
当

た
り

の
排

出
量

）
＝

｛
（
事

業
系

ご
み

の
総

排
出

量
）
－

（
事

業
系

ご
み

の
資

源
ご

み
量

）
｝

/（
事

業
所

数
）

 　
　

（
１

人
当

た
り

の
排

出
量

）
＝

｛
（
家

庭
系

ご
み

の
総

排
出

量
）
－

（
家

庭
系

ご
み

の
資

源
ご

み
量

）
｝

/（
人

口
）

※
１

　
排

出
量

は
現

状
に

対
す

る
割

合
、

そ
の

他
は

排
出

量
に

対
す

る
割

合

※
２

　
（
１

事
業

所
当

た
り

の
排

出
量

）
＝

｛
（
事

業
系

ご
み

の
総

排
出

量
）
－

（
事

業
系

ご
み

の
資

源
ご

み
量

）
｝
/
（
事

業
所

数
）

※
３

　
（
１

人
当

た
り

の
排

出
量

）
＝

｛
（
家

庭
系

ご
み

の
総

排
出

量
）
－

（
家

庭
系

ご
み

の
資

源
ご

み
量

）
｝
/
（
人

口
）

6
,5

8
8

(8
.8

%
)

1
,6

5
4

(2
.3

%
)

5
,5

8
1

(7
.5

%
)

6
,0

8
3

(8
.4

%
)

5
0
,3

2
2

6
,2

6
0

(8
.7

%
)

4
9
,2

8
4

(6
8
.7

%
)

中
間

処
理

に
よ

る
減

量
化

量
減

量
化

量
（
中

間
処

理
前

後
の

差
　

ト
ン

）
5
0
,8

4
4

4
9
,7

0
1

最
終

処
分

量
埋

立
最

終
処

分
量

　
（
ト

ン
）

7
,3

2
9

(9
.6

%
)

(6
6
.4

%
)

－
熱

回
収

量

(6
8
.2

%
)

4
8
,6

8
5

(6
7
.9

%
)

(6
7
.9

%
)

4
9
,8

1
7

(6
6
.4

%
)

(2
6
.6

%
)

熱
回

収
量

（
年

間
の

発
電

電
力

量
　

M
W

h
)

－
－

－
5
,7

0
0

－

総
資

源
化

量
（
ト

ン
）

2
1
,5

6
7

(2
8
.2

%
)

2
1
,5

2
0

(2
8
.7

%
)

(3
1
.4

%
)

1
5
,7

9
1

7
2
,8

2
2

7
1
,6

9
1

7
1
,7

3
3

2
1
5

5
9
,2

6
9

5
7
,8

0
0

5
8
,3

0
0

(9
.1

%
)

6
,0

4
7

1
8
,9

6
3

2
2
,5

5
0

(2
6
.5

%
)

2
0
,8

1
6

(2
8
.1

%
)

1
9
,3

8
8

(H
2
2
比

  
0
.1

%
）

(8
.2

%
)

5
,9

1
4

(8
.1

%
)

5
,6

8
0

(9
.1

%
)

(7
.9

%
)

6
,5

3
8

再
生

利
用

量
直

接
資

源
化

量
(ト

ン
）

6
,7

8
7

(8
.9

%
)

6
,8

5
0

排
出

量

事
業

系
　

総
排

出
量

（
ト

ン
）

1
6
,5

0
3

1
.5

6

　
　

　
　

　
1
人

当
た

り
の

排
出

量
（
kg

/
人

）
※

３
2
2
7

2
2
1

2
2
4

2
2
3

2
2
1

家
庭

系
　

総
排

出
量

(ト
ン

）
5
8
,8

3
2

(H
2
2
比

  
0
.9

%
）

1
.5

0

1
4
,9

1
3

1
3
,9

8
9

1
.5

5

1
3
,8

9
1

1
3
,4

3
3

(H
2
2
比

 -
3
.3

%
）

1
.6

6
1
.8

4

6
0
,1

0
9

1
.7

6

5
9
,1

7
9

合
　

 計
　

事
業

系
家

庭
系

排
出

量
合

計
（
ト

ン
）

7
6
,6

1
2

7
5
,0

5
9

7
4
,0

9
1

　
　

　
　

　
１

事
業

所
当

た
り

の
排

出
量

（
ﾄﾝ

/
事

業
所

）
※

２

年
過

去
の

状
況

・
現

状
（
排

出
量

に
対

す
る

割
合

）
　

　
目

　
標

※
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平
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、
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町
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３
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付
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健
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新
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処
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－
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－
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縮
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収
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－
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－
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－
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－
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－
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－
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－
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縮
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－
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－
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添付資料 1 人口、ごみ量等のトレンドグラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4 人口とごみ量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5 資源化量と排出量に対する資源化量割合の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図6 排出量・資源化量・最終処分量の推移 
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添付資料 2 計画地域内の施設の状況（現況、予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7 計画地域内の施設の状況（現況、予定） 

 

 

                 凡例     ： 現況 
 

    ：地域計画（1期）平成 24年度～平成 28年度 
 

               ：地域計画（2期）平成 29年度～平成 33年度 

：地域計画（3期）平成 34年度～平成 38年度 
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す
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等
に
関
す
る
事
業

高
効
率
ご
み
発
電
施
設
整
備
事
業
（１
/３
）

マ
テ
リア

ル
リサ

イ
ク
ル
推
進
施
設
整
備
に
関
す
る
事

業

合
　　
　　
計

○
施
設
整
備
に
関
す
る
計
画
支
援
に
関
す
る
事
業

ス
トッ
ク
ヤ
ー
ド
（下

野
）整

備
に
関
す
る
事
業

容
リ法

対
象
ビ
ニ
プ
ラ
（含

む
チ
ッ
プ
化
）施

設
整
備
に

関
す
る
事
業
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様式 3 

地域の循環型社会形成推進のための施策一覧 

開
始

終
了

平成
24年
度

平成
25年
度

平成
26年
度

平成
27年
度

平成
28年
度

11 ごみの有料化
排出量に応じてごみ処理費用を負
担する仕組みの検討

下野市 24 28

12
環境教育、普及啓発の推
進

ごみに関する情報の提供、施設見
学会をとおして啓発

小山市、下野市、
野木町、組合

24 28

住民団体等が実施する集団回収へ
の支援

小山市、下野市、
野木町

24 28

生ごみ処理容器等の購入助成 小山市、下野市 24 28

14 レジ袋対策
レジ袋の削減に向けたマイバック
持参運動の推進

小山市、下野市、
野木町

24 28

15 事業系ごみの発生抑制 事業者への減量化指導
小山市、下野市、
野木町、組合

24 28

21
燃やせるごみの分別区分
変更

容器包装プラスチック以外のプラ
スチックを分別し、熱回収を図る

小山市、下野市、
野木町

26 27 関連事業5

22
容器包装プラスチックの
分別収集

容器包装プラスチックの効率的な
資源化

小山市、下野市、
野木町

26 27 関連事業3

23 剪定枝の分別収集 剪定枝のチップ化
小山市、下野市、
野木町

26 27 関連事業3

1
ストックヤード（下野）
整備事業

可燃系資源物等のストックヤード
整備

組合 27 27 ○

2
ストックヤード（野木）
整備事業

可燃系資源物等のストックヤード
整備

組合 25 25 ○

3
容リ法対象ビニプラ（含
むチップ化）施設整備事
業

容器包装プラスチックの資源化施
設整備

組合 25 27 ○
関連事業
22

4
生ごみ等リサイクル施設
整備事業

生ごみ等の堆肥化施設整備 組合 25 27 ○
関連事業
23

5
エネルギー回収推進施設
整備事業

高効率ごみ発電施設整備 組合 24 28 ○
関連事業
21

31
ストックヤード（下野）
整備に係る事業

ストックヤード整備のための実施
設計作成

組合 27 27 ○ 関連事業1

33

容リ法対象ビニプラ(含む
チップ化)施設及び生ごみ
等リサイクル施設整備に
係る事業

容器包装プラスチック資源化施設
及び生ごみ等の堆肥化施設整備の
ための調査等事業

組合 24 25 ○
関連事業
2,3,4

34
リサイクルセンター整備
に係る事業

リサイクルセンター整備のための
調査・設計等事業

組合 24 28 ○

その他 41 再生利用品の需要拡大 堆肥利用方法の検討 組合 24 28

42
廃家電のリサイクルに関
する普及啓発

廃家電・パソコンのリサイクルに
関する周知

小山市、下野市、
野木町、組合

24 28

43 再生利用品の有効活用 グリーン購入の促進
小山市、下野市、
野木町、組合

24 28

44 不法投棄対策
住民・事業者と連携した監視体制
の強化

小山市、下野市、
野木町、組合

24 28

45 災害廃棄物の対策
災害時に発生する廃棄物の処理体
制を確保する。

小山市、下野市、
野木町、組合

24 28

※　処理施設の整備に係る事業番号については、計画本文３（３）表5に示す事業番号及び様式2の事業番号と一致している。

発生抑制、
再使用の推
進に関する
もの

13 支援助成

処理体制の
構築、変更
に関するも
の

処理施設の
整備に関す
るもの

施策種別
事業
番号
※１

施策の名称等 施策の内容 実施主体

事業期間
交付期間

交付
金

必要
の

要否

事業計画

備　考

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

周知徹底

建設工事

継続実施

継続実施

災害時の廃棄物処理体制の確

継続実施

継続実施

周知徹底

建設
工事

建設工事

建設工事

継続実施

周知徹底

事業者選定支援

継続実施

地質調査 造成設計

建設
工事

地質調査

PFI導入可能性調査

生活環境影

響調査

（現地調査）

PFI導入可
能性調査
及び事業
方式決定

事業者選定支援

ストッ
クヤー
ド実施
設計

生活環境影響調査

（予測評価）

ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ
実施設計
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【参考資料様式１】 

施設概要（リサイクル施設系） 
都道府県名 栃木県 

(1) 事業主体名  小山広域保健衛生組合 

(2) 施設名称  ストックヤード（下野） 

(3) 工期  平成 27 年度 ～ 平成 27 年度 

(4) 施設規模  １20m2 

(5) 処理方法  保管 

(6) 地域計画内の役割 下野市内で発生する古紙類等の可燃系資源物のリサイクルを推進する。 

(7) 廃焼却施設解体工事 

   の有無 
   有    ○無  

 

｢ストックヤード｣を整備する場合 

(8) ストック対象物  新聞紙、ダンボール、牛乳パック、雑誌、雑紙、衣類・古布 

 

(9) 事業計画額  24,000 千円 
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【参考資料様式１】 

施設概要（リサイクル施設系） 
都道府県名 栃木県 

(1) 事業主体名  小山広域保健衛生組合 

(2) 施設名称  ストックヤード（野木） 

(3) 工期  平成 25 年度 

(4) 施設規模 497 ㎡ 

(5) 処理方法 積み替え（Ｈ26～Ｈ27）  保管（Ｈ２８～） 

(6) 地域計画内の役割 

現施設停止後、野木町の可燃ご

み等を積替え、他施設へ運搬す

る。 

野木町内で発生する古紙類等の可燃

系資源物のリサイクルを推進する。 

小山広域管内で発生した剪定枝をチッ

プ化するため一時保管する。 

(7) 廃焼却施設解体工事 

   の有無 
有    ○無  

 

｢ストックヤード｣を整備する場合 

(8) ストック対象物 

野木町内で発生する可燃ごみ等

及び小山広域管内で発生する剪

定枝 

新聞紙、ダンボール、牛乳パック、雑

誌、雑紙、衣類・古布、剪定枝 

 

(9) 事業計画額 148,050 千円 
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【参考資料様式１】 

施設概要（リサイクル施設系） 
都道府県名 栃木県 

(1) 事業主体名  小山広域保健衛生組合 

(2) 施設名称  容リ法対象ビニプラ（含むチップ化）施設 

(3) 工期  平成 25 年度 ～ 平成 27 年度 

(4) 施設規模 30.4ｔ/日 

(5) 処理方法  破砕、選別、圧縮梱包 

(6) 地域計画内の役割 
地域内で排出される容器包装プラスチック類のリサイクルを推進する。 

地域内で排出された剪定枝のリサイクルを推進する。 

(7) 廃焼却施設解体工事 

   の有無 

   有    ○無 

 

｢ストックヤード｣を整備する場合 

(8) ストック対象物 － 

 

(9) 事業計画額 1,675,350 千円 
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【参考資料様式１】 

施設概要（リサイクル施設系） 
都道府県名 栃木県 

(1) 事業主体名  小山広域保健衛生組合 

(2) 施設名称  生ごみ等リサイクル施設 

(3) 工期  平成 25 年度 ～ 平成 27 年度 

(4) 施設規模 4.1ｔ/日 

(5) 処理方法  選別、発酵 

(6) 地域計画内の役割 
野木町の生ごみと容リ法対象ビニプラ施設で製造したチップのリサイク

ルを推進する。 

(7) 廃焼却施設解体工事 

   の有無 
   有    ○無  

 

｢ストックヤード｣を整備する場合 

(8) ストック対象物  － 

 

(9) 事業計画額 865,134千円 
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【参考資料様式２】 

施設概要（熱回収施設系） 

        都道府県名 栃木県 

(1) 事業主体名 小山広域保健衛生組合 

(2) 施設名称 高効率ごみ発電施設 

(3) 工期 平成24年度 ～ 平成28年度 

(4) 施設規模 70t/日 

(5) 形式及び処理方法 全連続燃焼式 

(6) 余熱利用の計画 
１．発電の有無       ○有 (発電効率  12 ％以上  )  ・  無 

２．熱回収の有無      ○有 (熱回収率  未定  )  ・  無 

(7) 地域計画内の役割 環境負荷の低減、ごみの減容化、サーマルリサイクルの推進 

(8) 廃焼却施設解体 

  工事の有無 
   有     ○無 

 

「灰溶融施設」を整備する場合 

(9) スラグの利用計画 － 

 

(10) 事業計画額 4,153,800千円 
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【参考資料様式６】 

計 画 支 援 概 要 

都道府県名 栃木県 

(1)事業主体名 小山広域保健衛生組合 

(2)事業目的 ストックヤード施設整備のため 

(3)事業名称 ストックヤード（下野）整備に係る実施設計作成事業 

(4)事業期間 平成 27 年度 

(5)事業概要 実施設計作成 

 

(6)事業計画額 5,168 千円 
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【参考資料様式６】 

計 画 支 援 概 要 

都道府県名 栃木県 

(1)事業主体名 小山広域保健衛生組合 

(2)事業目的 
容リ法対象ビニプラ（含むチップ化）施設及び生ごみ等リサイクル施設整

備のため 

(3)事業名称 容リ法対象ビニプラ（含むチップ化）

施設及び生ごみ等リサイクル施設

整備に係る地質調査事業 

容リ法対象ビニプラ（含むチップ化）

施設及び生ごみ等リサイクル施設

整備に係る生活環境影響調査事

業 

(4)事業期間 平成 24 年度 平成 24 年度 

(5)事業概要 地質調査 生活環境影響調査（現地調査） 

 

(6)事業計画額 11,322 千円 4,200 千円 

 

 

 

 

(3)事業名称 容リ法対象ビニプラ（含むチップ化）

施設及び生ごみ等リサイクル施設

整備に係る事業者選定アドバイザ

リー等事業 

 

(4)事業期間 平成 24 年度～平成 25 年度  

(5)事業概要 PFI 導入可能性調査 

生活環境影響調査（予測評価） 

事業者選定支援（要求水準書作成

含む） 

ストックヤード（野木）実施設計作成 

 

 

(6)事業計画額 70,959 千円  
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【参考資料様式６】 

計 画 支 援 概 要 

都道府県名 栃木県 

(1)事業主体名 小山広域保健衛生組合 

(2)事業目的 リサイクルセンタ－整備のため 

(3)事業名称 リサイクルセンター整備に係る 

地質調査事業 

リサイクルセンター整備に係る 

造成設計事業 

(4)事業期間 平成 24 年度 平成 27 年度 

(5)事業概要 地質調査 造成設計 

 

(6)事業計画額 5,985 千円 3,000 千円 

 

 

 

 

 

(3)事業名称 リサイクルセンター整備に係る PFI

導入可能性調査及び事業方式決

定事業 

リサイクルセンター整備に係る事業

者選定支援事業 

 

(4)事業期間 平成 27 年度 平成 27 年度～平成 28 年度 

(5)事業概要 PFI 導入可能性調査 

事業方式決定 

事業者選定支援（要求水準書作成

含む） 

 

(6)事業計画額 14,300 千円 28,400 千円 
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現有施設の概要 

 

施設名 
事業 

主体 
所在地 施設種別 処理対象物 処理能力 

竣工 

年月 

中央清掃センター 組合 小山市 ごみ焼却施設 燃えるごみ 

可燃系粗大ごみ 

160ｔ/24ｈ S61.3 

粗大ごみ処理施設   H8.9 

 破砕圧縮設備 不燃系粗大ごみ 

不燃ごみ 

45ｔ/5ｈ 

資源化設備 不燃系資源ごみ 40ｔ/5ｈ 

ビニ･プラ圧縮設備 ビニール・プラスチック 24ｔ/8ｈ 

ストックヤード 可燃系資源ごみ 82 ㎥ × 4 H8.9 

北部清掃センター 組合 下野市 ごみ焼却施設 燃えるごみ 

可燃系粗大ごみ 

40ｔ/16ｈ Ｈ3.3 

野木資源化センター 民間 野木町 堆肥化施設 生ごみ 4.9ｔ/日 H4.11 

固形燃料（ＲＤＦ）化施設 可燃ごみ 20ｔ/16ｈ 

 

 

別添資料１ 
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家

具
等

燃
や

す
ご

み

可
燃

ご
み

不
燃

系
資

源
飲

料
用

の
び

ん
・

空
き

缶
、

調
味

料
を

含
む

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

（
P
E
T
）

有
害

ご
み

パ
ネ

ル
ヒ

ー
タ

ー
、

ア
イ

ロ
ン

、
ト

ー
ス

タ
ー

な
ど

ア
ス

ベ
ス

ト
が

使
用

さ
れ

て
い

る
も

の

紙
類

、
布

類
、

ビ
ニ

ー
ル

類
、

木
く

ず
等

台
所

ご
み

、
紙

ご
み

、
草

花
、

革
製

品
、

繊
維

製
品

、
木

製
品

、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

品
な

ど

燃
え

る
ご

み

小
山

市
下

野
市

（
南

河
内

・
国

分
寺

地
区

）
下

野
市

（
石

橋
地

区
）

野
木

町

生
ご

み
、

紙
く

ず
、

紙
お

む
つ

、
剪

定
枝

等
燃

や
せ

る
ご

み
（

生
ご

み
）

燃
や

す
ご

み
 
生

ご
み

（
残

飯
･
野

菜
く

ず
な

ど
）

、
紙

ご
み

（
ち

り
紙

･
紙

お
む

つ
）

、
木

く
ず

、
ス

ポ
ン

ジ
、

ぬ
い

ぐ
る

み
、

保
冷

剤

資
源

物
空

き
缶

・
空

き
び

ん
（

飲
料

用
）

、
ペ

ト
ボ

ト
ル

（
飲

料
用

・
醤

油
用

）
、

古
紙

、
古

布
類

資
源

物

ア
ス

ベ
ス

ト
を

使
用

し
た

家
庭

用
品

（
フ

ァ
ン

ヒ
ー

タ
ー

等
3
0
 
製

品
）

不
燃

ご
み

鏡
、

体
温

計
、

ラ
イ

タ
ー

、
カ

ミ
ソ

リ
等

、
蛍

光
灯

・
電

球
、

ス
プ

レ
ー

缶
、

乾
電

池

雑
誌

・
雑

紙
・

牛
乳

パ
ッ

ク
雑

誌

ア
ス

ベ
ス

ト
含

有
物

ア
ス

ベ
ス

ト
含

有
製

品

有
害

ご
み

可
燃

系
資

源
新

聞
、

ダ
ン

ボ
ー

ル
、

雑
誌

･
本

等
や

そ
の

他
の

雑
紙

、
古

着
等

の
布

類

添付資料２ 


